
縄文人の暮らしと風景

黒橋貝塚発掘展
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第巴回企画展

縄文人の暮らしと風逗昊

一黒橋貝塚発掘展一
主催／熊本県立装飾古墳館

期間／平成4年10月1日～11月30日

協力／熊本県教育庁文化課・熊本市立熊本博物館・城南町歴史民俗資料館
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企画展開催にあたって

熊本県立装飾古墳館は、平成4年4月15日に開館して以来、大変多くの皆

様に御来館いただいております。その際、開館記念の企画展として「よみ力：

える古代～装飾古墳の世界～」を開催しましたところ、大変好評のうちに終

了することができました。

そこで今回は、古墳時代からさらにさかのぼること数千年、私達日本人の

直接の遠き祖先である縄文人の暮らしと縄文人が生み出した様々な文化につ

いて、黒橋貝塚の発掘成果をとおして紹介することにしました。

黒橋貝塚は下益城郡城南町に所在する縄文時代中期～後期の貝塚です。昭

和47年同町を貫流する浜戸川の氾濫と堤防決壊により発見された遺跡で、昭

和50年には遺跡の一部が「阿高・黒橋貝塚」として国の史跡に指定されてい

ます。

今回紹介する資料は、熊本県文化課が平成元年からおよそ3年間にわたっ

て発掘調査を実施した際出土したもので、初めて公開されるものです。

数千年の時を過ぎた今、私達の前にその姿を現したさまざまな遺物は、縄

文人力爵そのきびしい自然環境のなかで生き抜くための知恵や工夫の証であり、

その伝統はいまも私たちの生活習慣や生き方に脈々といきています。

こうした縄文時代の文化について、触れることができる今回の企画は、日

本や日本文化を見つめ直すために意義深いことと考えます。また、ご覧いた

だいた皆様のご意見を参考にして、今後の研究充実に努めたいと考えており

ます。

この企画展を開催するにあたりまして､ご協力．ご指導いただきました方々

に、心から厚く御礼申しあげます。

平成4年10月1日

熊本県立装飾古墳館長原口長之
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貝塚とは何か

貝塚はどうしてつくられたか

典塚とは人々が農業を知る以前、 まだ狩猟や採集によって生活していた時

代に、食料として捕った旦類の殻を捨て続けた結果出来たものです。

11本で妓初に只塚が現れるのは、いまからおよそ1万年前の縄文時代早期

のころです。｜|堺史的にみてもほぼ|両lじころ現れます。その後、弥生時代、

古噛時代、歴史時代を通じて兄られますが、大部分の貝塚は縄文時代のもの

といっていいでしょう。

かれらは海辺や川辺に村をつくって、漁労生活を営んでいました。不用に

なった典殻をはじめとした生ごみや生活資材は、むらのまわりに捨て続けら

れ、典殻の分打j状態が村そのものの規模や形をあらわしている場合力ざありま

す。この場合、貝殻に囲まれた|ﾉ1側には、当然竪穴住";跡が発見されること

になります。いずれにせよ、典塚は人々の生活場所に極めて近くに残された

ものと考えていいわけです。
と

典塚からは、数-'一種の貝類が発兄されること力罫多いのです力罫、好んで杣ら

れたのは、そのII!の限られた極獺です。カキ・ハマグリ・ハイガイ・アサリ・

シジミなどがそれで、現代のII本人の好みと通じているようです。しかしハ

イガイのように、縄文時代に磯んに捕られたにもかかわらず、現在ではほぼ

絶滅した棚類もあります。

典殻とともに、獣や烏や魚の'|'i･なども多く出|:します。稗通の土壌では|峻

性力寸強く、分解されて残りにくいのですが、典殻を多く含む土壌'|'ではアル

カリ'''1§に保たれるため、数千イトもの間保存されてきたI沢です。〃火洲の1'1に

多くの化ｲiが残されているのと、liilじ理lilによるものです。

こうしてみると貝塚は繩文人の「ﾉIﾐごみの捨て場」そのもので、なにやら

生臭くて汚い印象をjふえるようですｶ：、実はこの「ごみ怜て場」こそ繩又ll#

代を知るための計り知れない情報が詰まっているのです。、'1時の人々の唯橘

や文化、さらに社会の構造やしくみを知るための黄簸な遺跡であ')、縄文人

力f残したタイムカプセルでもあるのです。
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P

日本の貝塚

典塚は遠浅の波肺かな内海が発達する地域であれば、 lll:界II'どこでもつく

られました。特にl制IjWを海でljWまれたl1本l1肋にも多くの典塚力餅、残されて

います。その数はおよそ3000ケ)ﾘiともいわれています。 iiな典塚の分布を,爪

したの力ぎトーの|ﾇlです。

典塚は日本I脇の.|上からIfiまで、 あらゆるところに残されました。しかし

分4』の密度を兄ると、太平洋側に多くn本海側に少ないことが分かります。

その原|火lには諸説があl)ますが、第一一には地形的な条件と考えられます。と

くに''水海側では太平洋側に比べて潮の-f術の差が小さく、そのため'柵が

狭く、典顛のfl2,H,に通する場所が少なかったからではないかと言われていま

す。
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黄色は繩文時代の海
（海進のピーク時

緑色は縄文時代の陸地-〆、
赤印は縄文時代の貝塚

ノ 一縄文時代の海岸線

熊本県下における主要貝塚の分布図

|熊本の貝塚
熊本県にある典塚は、繩文時代のものだけでも、およそ130ケ所といわれて

います。波静かな|ﾉ1海にljl:|まれた、 イilWI海沿岸地域は潮の「術の篭が大きく、

広大な干潟を発述させました。東北地力の仙台湾や東京湾1!1辺とならんで、

貝塚の祷集地帯として知られています。また、この地域の山家についての研

究もlli く、明泊時代にさかのぼることができます。Iﾘl治10年、人森典塚（束

ﾙ(ffIIIIIII!川区）を発捌調査して、近代l l本の夢IIl･学の第一歩を踏み川!したアメ

リカ人のf力物‘､iを将エドワード・モースは、熊木を!坊れた|祭八代郡葹北lll｣.の

大野典塚などを,淵在し、その様子を牌:!II: rll本そのIIその1I』に記していま

す。熊本の貝塚研究は、 I 1本のそれとほぼ肺111#に始まったといえます。
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’ ’黒楕貝塚発見

貝塚現わる

1IHI1147年7月6「l 、熊本県~ドを襲った集中豪雨は各地に大きな被害をもた

らしました。特に、天草郡竜ヶ岳町や姫戸町では上砂崩れで家屋が倒壊し、

煎い多くの人命が失われました。ド益城郡城南町では、緑川の支流である浜

）f川の堤防が決壊して、町のI''心部の大､|fが水没し、床上浸水した家朧は実

に750ﾉi以上という大災稗となI)ました。濁流が引き始めた数1I後決壊した

堤防のIII1辺には大敗の｜を砂とともに只殼が一面に散乱していたのです。これ

力:典塚発児のあらましです。「くるばし」という地名は典塚発兄地点のやや下

流に架けられていたという橋の名にlil来するらしく、貝塚の第一発兄稀であ

る徳本明氏(:Ii時城南町社会教育課装）により名付けられたものです。しか

し、どの地図にも「黒橘」の名を兄い出すことは{Ⅱ来ません。

噸水した浜ﾉi川、発蝿I淵術地区は水II1に没しています。平成ﾉc年311 、 発掘調街開始ll'l:liijの鵬砺旦塚

－；〕－



|その後の黒橋貝塚

典塚発児地点から南西に0.2ｷロには国指定史跡「IIIIWi只塚｣、さらに南東約

()5ｷ°には同じく「御領貝塚」などがあり、この一帯は只塚の密災地帯として

知られていましたから、堤防の決壊という偶然のll'!米事とはいえ、新たな典

塚が発兇されたとしても、決して不思議なことではなかったわけです。

その後、翌IWII48年3月に、熊本県の依頼を受けた熊本大学による範IJI:|"

認の洲秀が行なわれ、さらに昭f1149年浜戸川のii'l川改修』|礫に伴って熊本県

文化裸による発掘I淵査が実施されました。この時の調杏成果は昭和51年3)j

熊本県文化財調杏報告第20集「!1'柵」としてl:11行されています。こうして昭

fl156年には遺跡の一部が剛指定史跡「阿高．黒橋典塚」として保存されるこ

とになったのです。

ところ力:その後の浜戸川は堤防決壊にまでは到らなかったものの、梅ドij期

には幾度となく危険な状態をくり返していました。こうして､Iz成元年3)j、

ii'l川改修のため、河川敷内に残っていた貝塚の一部について発掘調査をする

ことになったのです。調査は平成3年511まで、およそ3年間を費やしまし

た。

発掘i凋沓によって出-tした辿物は膨大な丑に_|:り、調査の成果をまとめる

には、 まだｲl.1 >'1の時間を賀やすことが必要です。現在もその終期作業が続け

られています。

一皿

平，洋一吋 晒

I

聯水した浜ﾉ，川とｿ釧li,洲代地|メ

－6－



貝塚を る

’ 発掘の準備

黒橋f1塚のある場所は、浜ﾉf川のII!の大変低い湿気の多い所です。しかも

少しまとまったI:1:jが降ると、水'|1に埋もれてしまいますから、普通の台地I

にある遺跡のように、すぐにスコップで掘り始めるわけにはいきません。

そこで、雨が降っても安心して作業が州来るように、発掘する部分に矢板

という鋼鉄製の曇い板を打ち込んでI州んでしまいます。さらにその外側に'二

を盛りIげて堤防をつくります。これで多少のI:ijでも大丈夫です。それでも

少しずつ川の水や地下水がしみだしてきますから、淵に水!'1ポンプを使って

水を囲いの外に出さなければなI)ません。

|さあ､発掘開始
してやっと発掘調行の開始です。典塚のl.には浜ﾉi川によって逆ばれ

t砂が厚く唯稜していました。およそlm秘です。まずこのl･砂を収

ことから始めました。小さな典殻や繩文上器のかけらカゴでるところま

i､.げたところで､発掘地区全体を4mⅢ〃の器盤のl lになるように区

ーモ っ

てきた

り除く

で掘り

各グﾘｯﾄの発捌,淵術帆賊。ハliりlげたIは､ す-べて牌ごとに分航して､

；鋤li捌侮後に′k洗して蛾'冊･や魚･汁冷どの仙物遊休や|AI眼では発兇しにく（

ひとまず|･のう袋に納めます。

flllかな過物を選びだします《，

7－



分けをして、この4ml几|ﾉﾉを--つの単位として発掘を姑めます。こうした発

掘ﾉﾉ法を、考IIr､if，ではグリソト戦とIIFんでいます。それは発掘を進めてij･く

場合、冊1 1世物など力:､IzI前的にどのような状態で刈!もれているのかとか、そ

の遺物がどの｝牌に位機しているかを確かめるためにｲi効な方法です。典塚に

限らず他の遺跡の発ｲﾙliでも良< 11lいられる洲侮方法です。

出土しはじめた縄文人の生活

4mlﾉﾘ〃のグリットを伽リドげる作業が来るllも米るl lも続きました。あ

るグリットではいくら掘っても興殻だけしか出てこない場合もありました。

ところがあるグリソトでは典殻に混じって、縄文I器の破ﾊやｲi器や嗽の冊．

などが{|}てきました。こうした進物は出li位i蹄やI'；位などをI叉|面に記録し、

出上状態のfり員典搬影をします。これらの進物は数千年liijに縄文人がここに逆

んで米て捨てて以来、はじめて人の11にふれたもので、しかも繩文人の4ﾐ禰

そのものを現代の人々に締りかけるものです。ですから典塚の発棚は繩文人

との対話のはじまりともいえるのです。

発掘を終えたつのグリッi､。般卜・岬iには11111商式1器とともにシカやイノシシなどの獣'|ml･力訂出I:しま

した。さ‘>に、そのドからは1A:従l～2mほどの火が激多く出てきました。これらはドングリを貯城し

た火で．洲代地IX全体で76ﾉI噂を検出しました。こうした蝋紫は、典殻などが拾てられはじまる過跡のIIUI

1iijの様-j畠をしめしたものとして縦I Iされます。

8



M班の''1仁播てられた繩文l"猯 繩文11器の出I状態

I1縣抵がのli% 保ｲf状態の良い典1脚は、llfi按接狩剤を鞭って、さらに浦強のためガーゼを張って

!まざ取ります。はぎ取った盗職|･は輿I榊の断IAiの永久傑作〃法としてｲI効です。（ ）

〆
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11 蔵褐色混土只層

IIIA端褐色漉土貝暦

II1B暗青灰色混土貝層

IIIC破る李貝癌

IVA青灰色枯質混土貝瞬

ⅣB荷灰色粘土廟

V 湾灰色粘土暦±層転写した部分の貝層断面図(F-7･G-71区）
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演構と買物

1I

ワ
］

デー

い

Ｉ

①11tドノ淵から出Iしたドングリの貯蔵穴* (C-91'<)

②ドングリ貯職穴か$>IIIILたイノシシの航'j'|．。(G-

11l><)

戦まとま-〕て出Iしたイノシシとニホンジカのf激'i'1･｡

(C 71><)

ていねいにjIM弗されたように､帷くられている．

f31,ニホンジカのf顎'l｡l･｡ (F-61><)
兵

’河>イヌの頚‘|'|･･'1､剛ﾉﾐでしかも幼ﾉtらしい。(E-lll><)

⑥山鰊!'!に埋諜された人冊･“繩又後期。(G-l ll><)
()）

10－



出 物は語る

|縄文土器縄文土器

照橘只塚からll'1 Iする縄文｜器は、帷水式t器、li''liWi式k器、 I*j冊､'jt式上

器・出水式_|器などで、ノし州のｲiIVI海祇岸地ﾉjを代表する縄文時代II1期から

後期の上器です。この時代の|器はlノjｲド礎続いた縄文|昨代の!|!でも、雌も

文様が推やかで、変化に嵩んでいて、！|!には裟術的ともいえるほどの作IIII!さ

えみられます。

典塚に限らず、縄文時代の遮跡を発州liすると、 もっとも多く出Iする遺物

は縄文|器です。縄文-t器の橘は、明論からﾉ<II時代にかけて、繩文|:器の

li)|:先が始まったころ、研究の雛汽が関東地ﾉを!|!心とした火||水にあり、こ

の地域のt器に繩||のあるt器が特徴的であったため、「縄文式_上器」や「繩

文t器」の橘で呼ばれたことによります。しかし縄文｜･器は繩U力奪残された

ものばかりではありません。呪にi咽n本ではへラや棒のような道具を使って

文様を拙いたt器の方が多く出[します。

繩文人は-t器にﾉl<をくみ、食料を貯ﾉ髄し、食物の調理にも使いました。縄

文上器は素焼きですから、ノkもれしやすく、 また厚手の1と器ですから、蕪沸

にも効率力:悪かったと思われます。そこで様々な改良を｛j･いました。たとえ

ば水もれを防ぐために、紬|-のII1に淵ｲiを混ぜたI)してきめ細かい-I器をつ

くることにもﾉJをiiいできました。縄文|:器の永い間の様々な変化は、’良は

こうした土器の改良の歴史ともいえるのです。

効率の良い土器の改良とともに、見逃せないのはk器に施された様々な文

様や器の形そのものの変化です。縄文時代の初めのころの上器は深い鉢形だ

けで、文様もjii純なもの力:多いのです力ざ、これは装飾としての文様というよ

りも、みぞを刻んだ棒を-1器にｲIIIしつけながら転がして、*IIj上内の空気を押

しll'!したり、形を終えたl)することがiそであったといえます。また器の形も

llil期から｢|!期になると、深い鉢に加えて浅い鉢や壷などが現れます。!|1期に

なると、器形の変化にまして装飾文様が符し〈発達しました。後期から晩期

になると、注I Iの付いた-l器や尚坏などがみられるようになります。また.上

器の炎1mを鱗いたものも呪れます。

－11



浅鉢形I器（黙儒式土器）深鉢形’1緋（IⅡI高式｜器） 深鉢形l器（阿,宮i式l菖器）

I

黙橘11塚川lの繩文1器

空

鉢形I器(I;II1IWi ･南隔離式lz器） 鉢形｜器(I#:iW冊寺式l器）鉢形l器（阿I蔚式1aWf)

､

鉢形l"器（阿商式I§排） frlili施文の深鉢形I器

(I;III!断式'二器）

無文の深鉢形k器（|jⅡII1Yi式｜､器）

こうした縄文｜､器の変化を、終｣:II!したもの力:縄文l:器の編年です。遺跡や

遺物の年代を決定する敢要なてがかりとなるものです。それは縄文t器が、

どの遺跡からも、 もっとも多く・沖迦的に出I:するからです。

－12



’道具のいろいろ

繩又時代には|器の他に、さまざまな道具がつくられました。水や:IYiを材

料にしたものから、イiJWjj物の'|1-や角や牙など、身近にあるさまざまなもの

が材料となりました。しかし、典塚のように'|'l･や角や牙が残る特殊な例を除

けば、｜淵やｲi器から縄文人の幕らしを推測するしかありません。ここでは

利lllされた材・衝ごとに紹介します。

|石製品石製品

〔工具〕

磨製ｲi斧（ませいせきvj.)

ri斧にはイiを割ってjll l:しただけのｲ1-製ｲi

斧と令体を砥ｲiなどで研いで形を終えた膳製

ｲi斧とがあります。11．1怖典塚からII11 1:したｲi

斧は大部分l驚製のものです。いずれも木材の

伐採や荒ｳll[に使われました。

矛iのみ

イf斧に比べて小咽で、いずれも砥ｲiで形を

終え鋭いﾒjをつけています。木材の細かな部

分の川llに使われました。

j(_i匙（いしさじ）・スクレイパー

射llめたイノシシやンカなどの皮を糸l1ぐた

めの遊興です。

矛i錐（いしきり）

イiハを錐状に加I1Lたもので、 t器や骨な

どに>’〈をあけるための迩典です。

|騨製ｲj斧

竃
瞳
葡

■
独
白
■

■
昼
■

■
雌
出

船
伽
旧

嶬製イi斧（蛇攻↑‘I製）

土
生
垂

心
必
晶

必
毒
当

土
色
金

星
雪
■
■
必

職
Mn

■ 馨

ｲiのみ（蛇政刑・製） ｲi匙・スクレイバー
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(狩猟具〕

石鰔（せきぞ<）

i)の矢柄に付けて を射止める道具です。獣

石雛

（漁労具〕

石錘（せきすい）

魚を捕るための網に取りつけた錘でミ大

きさもさまざまなものがあり、網の長さや

捕獲場所によって使い分けられました。

浮子（うき）

府錘とセソトで網に取りつけて仙川され、

すべて軽ｲi製です。石錘に比べて、出土鮭

が極端に少ないのは、木などが多く利け'さ

れたためだと考えられます。

ｲi錘

双頭形石器・単頭形石器

やや大剛のｲj器で突起が-つのものと二

つのものとがあります。アワビ起こしの道

具ではないかという説がありますが、定説

はありません。ただ､貝塚などの海辺の遺

跡に集II!的に出Iをすることから、漁労に|卿

係する道具であったと思われます。

ｲi錘

▲△
▲●③ ⑧鍵③

▲輔●

砥鞠●

繩ｲi製浮-f 双頭形イi器・ ili・砿形石器

－14－



〔調理具〕

石1Ⅱ（いしざら）・

磨石（すりいし）

ドングリをすりつぶして

粉にする道具で、 イiⅢは地

面に慨き磨石は．Tにもって

使川しました。

叩き石（たたきいし）

磨石の周辺部を叩き石と

して使う場合と、 I腰l然ｲjを

ハンマーとして使った場合

があります。

●
●
●

ｲiⅢ1．膳イ】

〔装身具）

大珠（たいしゅ）

.iﾔ飾りの･--種で、ひすい製のものが多いのです

が、出_上品は石灰瑞製です。

● 飛飾具（すいしょくぐ）

ペンダントの一種で、やは')石灰ｵ'｝製です。

火珠

●●
(軽石製品）

齢 L

浮j臭と同じI臘石を材料とした各種

の進物が出_|主しています。！'1にはイi

lⅢのように!|1央部力寸11llんだものもあ

りますが、lll途はｲ《lﾘlです。
鐸■ ⑧

副亀

職イi製〃！

圧藝司
（工具）

紡錘車（ぼうすいしゃ）

上器の破片をI'I板状に加..[し、 II!央に小

さな穴をあけたものです。この穴に棒を弟

し込んで、糸を紡いだものです。

紡錘叩

－15－



〔呪術具〕

k版

丁･のひらに収まるｲ1iり災

のもので、ハ･Iniに文様が

IIViかれ、呪術などに仙わ

れたと夢えられています。

｜ﾘ盤形_I:製IW1

l器片を1'1版状に川|:

したもので、使川||的は

はっきり分かっていませ

ん『、

｜緋片錘 ｜茜版･ l 11盤形｜製1I1!$

〔漁労具〕

f器ハ･錘

I器の破片･のIIIj端を打ち欠いて、網のおもりとしてIり川

l したものです。イi錘とl,ilじ川途です。

1

|骨角器’骨角器

（工具〕

鹿角製刺突典

鹿の角の光端を川［した遊

叫で、 イi雛やｲj匙などの細か

な細_|:を必喫とする場合に使

われました。｜'1には装飾を施

したものもあります。

鹿角製刺突11

I

へラ状~12典

獣の'|[l､を川[Lてつくられ

たIご典で、 I器に文様を拙い

たり‘ 典の身を取り出した

色々な111途がら･え↓うれます。

朧 ’
１
万

W ：

廿針

'|[l･を加Iした針で網を11

る際や、補修に彼われたもの

です。

④

ヘラ状111. ･ '|-1'f
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（漁労具〕

やす

′|‘ｻ･をIIIILたもので、鋪とllilじょうに魚を突き刺し

て州雄する道具です。

銘

やすとI1T1じ用途ですが、かえりがあります。

有孔骨角器

大形の'|,｝の一部に穴をあけたもので丸川途は不明で式

m

I

<｡

&
②

⑤

やす（①③④） 錨（②）

（装身具）

笄（こ-)がい）

髪飾りの一種で、ヘアー

ピンとも言います。

猪牙製玉

猫の牙に>’〈をあけた-尚飾

りの一種です。縄文時代の

装身具としては--般的にみ

られ、勾玉と形態が良く似

ています。

猪牙製腕輪

猯の牙に数簡所の穴をあ

｡ I感電 “②1 ，③
露負

溌
（(①“で 捗懲輔、

〆司

⑤

①猫牙製玉②魚什製耳環③笄④魚'iﾘ･製垂飾呉
けた腕輪で、猯の雄の大き

な牙を使っています。

猪歯製玉

猪の歯の'l!でもド顎にある前歯を使っています。

魚骨製垂飾具（ペンダント）

スズキの鯉蓋にある‘岡･の一端に小さな穴をあけたペンタ．ン卜の一砿です。

魚骨製耳環

魚の脊椎'脚･を肌［した耳飾りで、サメや火測の魚のもの力欝使われました。

司猯牙製腕輪

|貝製品’貝製品

（装身具〕

貝輪

二枚典を卯［した腕飾りで、ll11M尚はサル

ボウ製です。この外にハマグリやアカガイな

ど大型の二枚典を利用することが多いようで

す。出k例はサルボウ製です。 I

u輪と未製品

－17－



〔呪術具）

瓜而

火ﾉ側のイタボガキに||や1 1などを現すような穴をあ

けたもので、呪術などに使われたおliliと琴えられてい

ます。II!1商典塚や、林|狼lの東三il'il典塚にも|向l様の出13

例があります。

L1IAI

皀然遺物

|貝類’
典蹴には_~枚典と巻旦があります。黒橋典塚ll'!Iの典類は全体の80%以上

マガキでI11められています。その他ハマグリ・ハイガイが各5%、ヤマトシ

ジミは3％、その他の二枚典や巻典は板〈微趾に含まれているだけです。

また典〃#の1･.部と1,.部、 さらにはそのI|!間では、典の種顛や組成に変化が

みられます。全体的な傾1句としては、｜､.j曹ではカキやハマグリ・ハイガイが

lliめる訓介が大きく、｜牌にいくに従って、ヤマトシジミやカワニナの割l合

が卿える傾lfilにあります。

－＝一一

心 鋤③

● ⑪
鐸参

Ｉ
‐
ｌ
測
劃
潟
。
■
Ｉ
ｌ
ｐ
ｐ

⑤

③

6⑧ 轡

⑥ ⑦

齢⑤

配

〔巻貝〕（二枚貝〕

①マガキ

②ハマグリ

③アカガイ

④サルボウ

⑤ハイガイ

⑥カガミガイ

⑦オキシジミ

⑧ムラサキガイ

イガミ
ナ

シ
ィ
ミ
ニ

イ
ガ
メ
ワ

レ
ス
ヒ
力

⑤
⑥
⑦
③

⑨イタヤガイ

⑩ヤマトンシ 》
ン
オ
ー

シ
ニ
ガ

ニ
グ
エ
タ

カ
ン
ザ
メ

ア
テ
サ
ヅ

①
②
③
④
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鯨骨’鯨骨

鯨''1．には脊椎'淵｡および脊椎盤とが出土しています。鯨は食料として袖催し

たことは十分に考えられますが、出i:した鯨骨ほとんどは土器を作る隙の作

業台として使われたものです。現に出tしたt器の底部に脊椎''1特有のスタ

ンプが残ったものが多くll'!上しています。縄文II1期の阿I蔚式上器の特徴の--.

つともなっています。

鑑
｜

’糞石(ふんせき）

糞ｲiとは、排illt物が則群中で化ｲi化したものです。冊jl著県の烏浜典塚から

多くllllして注I Iされましたが、分析の結果、人間ではなく、犬のものらし

いとされています。県内ではこれまで字-k市の職典塚から川上した例があり

ます。これほどまとまって出土した例は、余国的にもめずらしいものです。

霧 鍵

瀧孑I

－19－



’
露 骨〃、、，

縄文人は貝ばかりではなく、さまざまな海の恵みを受けていました。その

'l!でも魚は大切な食料でした。出土IIIIIIのII1にも漁労に|對する逸物が多いこと

からも典付けることができます。

州土した魚骨から魚極がIﾘlらかになったものをあげると以ドのようになり

ます。

サメ熱

エイ獺

マダイ

クロダイ

スズキ

コチ

カレイ

ボラ

マイワシ

ウナギ

失われゆく這跡$､貝塚〃

典塚は古城と帷んで考-I1f学上の代表的な世跡の－．つです。熊本県内には人

小合わせて約130ケ所の典塚が知られていますが､その多くが各種の開発によ

り失われてきました。それは只塚の多くが抑辺や川沿いなどに作られ、現在

の渠藩と頭なっていたl)近接し、しかも11I-戦などと違って地~ド深くに埋もれ

ている場合が多いことなどが壺な馴大|です。今私達力:訪ねることができる典

塚は、ほんの一握りにしかすぎません。

こうした状況ですから、貝塚を発州liする機会は益々少なくなるに違いあり

ません。いや、 もしかすると、二度と巡り合うことはないかもしれません。

今、典塚は危機に瀕しています。むしろその実態は壊滅的と『了っても貢い過

ぎではあ')ません。それだけに、残された貝塚を未来への過I晴として守って

ゆかなければなりません。
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編集後記

黒橋貝塚は平成3年5月に発掘調査を終え

ましたが、出土遺物の整理など室内作業は現

在も続けられています。したがって、今回の

企画は調査の成果を速報という形での出土遺

物を中心とした展示になりました。特に獣骨

や魚骨などの自然遺物について、量、種類と

も増加しています。限られた紙面で、これら

を全て掲載することは困難です。詳細な報告

については、別の機会に託さなければなりま

せん。

第2回企画展

縄文人の暮らしと風景
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